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(57)【要約】
【課題】特に、肌の目立った欠点を目立たせないように
する、均一な、ナチュラルな化粧を実現すること。
【解決手段】本発明は、貯蔵部内に含まれた化粧用組成
物と組成物を吹き付けるための装置とを備える化粧用ア
センブリに関するものであり、当該化粧用組成物は、液
体であり、生理的に使用可能な媒質内において少なくと
も一つの粉末相を有し、かつ、５から５００ｍＰａ・ｓ
の粘度を有しており、当該装置は、圧電変換器に連結さ
れたソノトロード(８２)であって、その排出面は、前記
貯蔵部およびソノトロードと結合された流体継手内の中
空チューブを介して組成物が供給されるようになってい
る。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化粧用アセンブリであって、
　i)貯蔵部内に含まれた化粧用また皮膚用組成物であって、
　　　液体であり、
　　　生理的に使用可能な媒質内において少なくとも一つの粉末相を具備してなり、かつ
、
　　　５から５００ｍＰａ・ｓの粘度を有している、
貯蔵部内に含まれた化粧用また皮膚用組成物と、
　ii)前記組成物を吹き付けるための装置であって、
　　　圧電変換器に連結されたソノトロード(８２)であって、その排出面は、前記貯蔵部
およびソノトロードと結合された流体継手内の中空チューブを介して組成物が供給される
ようになっているソノトロードを具備してなる装置と、
を具備してなることを特徴とする化粧用アセンブリ。
【請求項２】
　前記中空チューブの一端が、チャネルであって、少なくとも部分的に前記ソノトロード
と交差し、かつ液滴の形態の前記組成物の排出のための面を形成する端フランジ上で開口
するようになっているチャネルに連結されており、
　前記チャネルは、前記面の周縁部からゼロではない距離をおいて、前記排出面上で開口
しており、かつ、
　前記チャネルは、その全長にわたって、円形断面を有していることを特徴とする請求項
１に記載の化粧用アセンブリ。
【請求項３】
　前記ソノトロードは、長手方向の軸線Ｘを有しており、前記チャネルは、前記軸線Ｘに
沿って前記排出面上で開口していることを特徴とする請求項２に記載の化粧用アセンブリ
。
【請求項４】
　前記フランジは、液滴の形態の前記組成物を吹き付けるために、前記ソノトロードの振
動の影響下で屈曲可能となっていることを特徴とする請求項２に記載の化粧用アセンブリ
。
【請求項５】
　前記フランジの厚さ(ｅ)は、０.４ｍｍから０.６ｍｍであることを特徴とする請求項１
ないし請求項４のいずれか一項に記載の化粧用アセンブリ。
【請求項６】
　前記フランジの最大直径(Ｄ７)／前記フランジの厚さ(ｅ)の比率は、１２から３２であ
ることを特徴とする請求項１ないし請求項５のいずれか一項に記載化粧用アセンブリ。
【請求項７】
　振動数は、３０ｋＨｚから２００ｋＨｚ、好ましくは１００から２００ｋＨｚ、さらに
好ましくは、１００ｋＨｚ±１０％であることを特徴とする請求項１ないし請求項６のい
ずれか一項に記載の化粧用アセンブリ。
【請求項８】
　前記ソノトロードは、前記端フランジに連結している円筒部(１３２）まで延在してい
る、低減する直径を有する部分をさらに具備してなり、
　前記フランジの直径(Ｄ７）／前記円筒部の直径(Ｄ１)の比率は、１２から３２である
ことを特徴とする請求項２またはそれに従属する請求項のいずれか一項に記載の化粧用ア
センブリ。
【請求項９】
　前記組成物は、１０から４００ｍＰａ・ｓの、好ましくは２０から１５０ｍＰａ・ｓの
、さらに好ましくは２５から１００ｍＰａ・ｓの粘度を有していることを特徴とする請求
項１ないし請求項８のいずれか一項に記載の化粧用アセンブリ。
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【請求項１０】
　前記粉末相は、色素剤を具備してなることを特徴とする請求項１ないし請求項９のいず
れか一項に記載の化粧用アセンブリ。
【請求項１１】
　前記色素剤は、０.１重量％から３０重量％の、好ましくは１重量％から２５重量％の
、さらに好ましくは３重量％から２０重量％の含有率で含まれていることを特徴とする請
求項１ないし請求項１０のいずれか一項に記載の化粧用アセンブリ。
【請求項１２】
　前記粉末相は、充填剤を具備してなることを特徴とする請求項1ないし請求項１１のい
ずれか一項に記載の化粧用アセンブリ。
【請求項１３】
　前記充填剤は、前記組成物の全重量に対して、０.１重量％から２０重量％の、好まし
くは０.２重量％から１５重量％の、さらに好ましくは０.５重量％から１０重量％の含有
率で含まれていることを特徴とする請求項１ないし請求項１２のいずれか一項に記載の化
粧用アセンブリ。
【請求項１４】
　前記組成物は、水性、または水性－アルコール性溶液の形態、もしくはオイル－イン－
ウォーター、ウォーター－イン－オイル、または多相エマルジョンの形態、より好ましく
はウォーター－イン－オイルエマルジョンの形態のものであることを特徴とする請求項１
ないし請求項１３のいずれか一項に記載の化粧用アセンブリ。
【請求項１５】
　肌の化粧、特に肌の目立つ欠陥を目立たせなくする化粧をするため、特に均一で、自然
な付着を実現するための方法であって、
　請求項１ないし請求項１４のいずれか一項に記載の装置を使用して、化粧用または皮膚
用組成物を吹き付ける、少なくとも一つのステップを具備することを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スプレーの形態の、吹き付けのための特定の装置であって、少なくとも一つ
の粉末相を備えかつ特定の粘度を有する化粧用組成物を具備する装置に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　例えばファンデーションなどの従来の化粧用生成物は、顔を際立たせ、かつその色を強
めると同時に、見た目の美しさを向上させることを可能にする。
【０００３】
　これらの生成物は、液体から固体まで質感が多様化しており、かつ一般的に、粉末状染
料を含んでいる。使用者が直面する問題点の一つとして、例えばファンデーションなどの
組成物を、生成物を均一に拡散するように、顔の表面全体にわたって均一に広げることが
難しいということが挙げられる。非常に濃くかつ密な質感を有する組成物は、その粘度が
高いため、吹き付けることが困難となっている。液体のような質感を有する組成物は、そ
れが肌の上の目に見える痕(mark)をそのまま残してしまうため、特に、化粧される顔の表
面全体にわたって、それがうまく吹き付けられないので、均一な化粧の結果を得ることに
常に適しているわけではない。
【０００４】
　この問題の解決法として、エアゾールを発生する圧力をかけた液化ガスを使用し、化粧
用組成物を吹き付けることが提案されている。そうしたガスは、一般的に、揮発性有機物
(ＶＯＣｓ）を含んでいる。
【０００５】
　新しい法律の導入は、エアゾール発生ガスによって大気中へ放出される揮発性有機物(
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ＶＯＣｓ）の量の低減を義務付けることを意図している。
【０００６】
　この低減を実現するために、ＨＦＡ １５２ａなどの非－ＶＯＣ噴射ガス(propellent g
as)は、一般的に使用されている噴射ガスを部分的にもしくは全体的に置き換えて使用す
ることができる。
【０００７】
　しかしながら、このタイプのガスを使用することは、すべての国で許可されているわけ
ではない。
【０００８】
　ＶＯＣｓの使用を制限する他の手段として、機械的ポンプを備えた吹き付け装置を用い
ることによって、噴射ガスを使用しないことが挙げられる。Procter & Gamble社は、例え
ば特許文献１および特許文献２において、噴射ガスを必要としない静電気スプレーシステ
ムを提案している。このタイプのシステムは、水を含む組成物を吹き付けることができな
いという問題を有している。これは、水溶性活性剤を運ぶことが必要となったときに、不
便である。
【０００９】
　さらに、化粧用組成物において一般的な着色剤または充填剤などの粉末状材料の存在は
、組成物(特に乳液）を不安定化させ、かつそれらを含む相の粘度を著しく増大させると
いう問題点を有している。特に、生成物、特に化粧用生成物を、ケラチン物質の上に均一
に付着可能とするために、化粧用品において、粒子状の相を組成物内に均一に分散する必
要がある。組成物の粘度が高ければ高いほど、粒子相は、しっかりとかつ一様に付着でき
るようになる。その粘度を増大させることは、組成物を吹き付けることを困難にする。
【００１０】
　その上、所定の吹き付けシステムでは、この粉末状粒子の拡散ができず、それによって
、拡散ヘッドが故障することがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】国際公開第2001/12137号パンフレット
【特許文献２】国際公開第2001/12138号パンフレット
【特許文献３】国際公開第1995/15822号パンフレット
【特許文献４】国際公開第1993/10910号パンフレット
【特許文献５】米国特許第5 487 378号明細書
【特許文献６】仏国特許出願公開第2 665 572号明細書
【特許文献７】米国特許第4 533 082号明細書
【特許文献８】米国特許第5 518 179号明細書
【特許文献９】米国特許第6 113 001号明細書
【特許文献１０】欧州特許第1 149 602号明細書
【特許文献１１】国際公開第1991/16997号パンフレット
【特許文献１２】米国特許第4 474 326号明細書
【特許文献１３】仏国特許出願公開第2 285 930号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　したがって、大きな体面積に使用する場合に、肌に対して均一に塗布可能な粉末状粒子
を備える化粧用品が必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　発明者は、圧電吹き付けシステムを用いて、５ｍＰａ・ｓよりも大きい粘度を有しかつ
粉末状粒子を含む組成物を吹き付けることによって、これらの条件を満足するよう実現す



(5) JP 2009-190789 A 2009.8.27

10

20

30

40

50

ることができることを見出した。
【００１４】
　そうしたシステムは、特に、肌の目立った欠点を目立たせないようにする、均一な、ナ
チュラルな化粧効果の実現を可能にする。とりわけ、第１の態様によれば、本発明の目的
は化粧用アセンブリであって、
　i)貯蔵部内に含まれた化粧用また皮膚用組成物であって、液体であり、生理的に使用可
能な媒質内において少なくとも一つの粉末相を備え、かつ、５から５００ｍＰａ・ｓの粘
度を有している貯蔵部内に含まれた化粧用または皮膚用組成物と、
　ii)組成物を吹き付けるための装置であって、圧電振動子に連結されたソノトロード(８
２)であって、その排出面は、貯蔵部およびソノトロードと結合された流体継手内の中空
チューブを介して組成物が供給されるようになっているソノトロードを備える装置と、を
備える化粧用アセンブリを提供することである。
【００１５】
　第２の態様によれば、本発明の目的は、さらに、上で述べた装置を使用して、化粧用ま
たは皮膚用の上記組成物を吹き付ける少なくとも一つのステップを含む、肌の化粧をする
ための方法を提供することである。
【００１６】
　第３の態様によれば、本発明の目的は、均一で自然な付着を、特に肌の目立った欠点を
目立たせないようにする、一様な、ナチュラルな化粧を実現するための、上記アセンブリ
の使用法をさらに提供することである。
【００１７】
〔圧電吹き付け装置〕
　本発明の他の目的は、貯蔵部内に含まれた液状化粧用また皮膚用組成物と、圧電振動子
に連結されたソノトロード(８２)であって、その排出面は、前記貯蔵部およびソノトロー
ドと結合された流体継手内の中空チューブを介して組成物が供給されるようになっている
ソノトロードを有する装置とを提供することである。
【００１８】
　本発明にとって、「圧電吹き付けシステム」という語は、適切な振動数およびパワーの
超音波エネルギーの作用を受けて、液体を霧状にするシステムを意味するよう用いられて
おり、そのエネルギーは、高周波電気信号によって励振させられた圧電材料(振動子）に
よって発生される。
【００１９】
　第１の実施形態によれば、圧電吹き付け装置は、
　－有孔膜であって、この膜の孔が、容器の内部を外部環境と連通可能にするようになっ
ている有孔膜と、
　－膜を振動させるためのアクチュエータと、
　－容器内に収容されている液状化粧用組成物を膜の内面に接触させるための手段であっ
て、化粧用組成物が、液滴の形態で現れる場合、膜の振動の影響下で膜の外面まで孔を介
して流動するようになっている手段と、を備えていてもよい。
【００２０】
　膜の孔は、逆円錐形状、すなわち外部環境に面する膜の外面における断面が、容器の内
部に面する内面における断面よりも大きい形状を有していることが好ましい。
【００２１】
　吹き付け装置は、特許文献３に開示されているような圧力シフト手段をさらに備えてい
てもよく、これは、膜の内面に接触する液体に対する減圧を実現するものである。減圧は
、ゼロ圧力から、膜の孔を介して吸引される空気における圧力まで、変化可能となってい
る。
【００２２】
　膜の外面上の孔は、互いに接触しないことが好ましい。
【００２３】



(6) JP 2009-190789 A 2009.8.27

10

20

30

40

50

　さらに、アクチュエータは、例えば膜を２０ｋＨｚから７MＨｚまでの周波数範囲にわ
たって振動させるように設計された圧電アクチュエータであることが好ましい。圧電アク
チュエータの作動に必要なエネルギーは、発電機、例えば付加的に電気回路に接続可能な
電気セル、バッテリーもしくは光起電セルによって得ることができる。
【００２４】
　上述した吹き付け装置において、液状化粧用組成物を膜の内面へと移動させるための手
段は、毛管作用による供給機構、あるいは気泡発生器もしくは膜タイプ、ピストンタイプ
、またはギアタイプの蠕動ポンプを備えていてもよい。そうした機構の一例が特許文献３
に開示されている。
【００２５】
　本発明の特別な一実施形態によれば、すべての孔は逆円錐形状を有しているか、あるい
は反対に、この膜は、通常の円錐形状の孔をさらに有している。
【００２６】
　本発明の目的のために、「通常の円錐形上の膜」という表現は、外部環境に面する膜の
外面における孔の断面が、容器の内部に面する内面における孔の断面よりも小さいもので
あることを意味するよう用いられている。
【００２７】
　通常の円錐形状の孔が設けられる場合、それは、逆円錐形状の孔の周囲およびその外側
に配置されることが好ましい。
【００２８】
　液状化粧用組成物を膜の表面へ移動させるための手段は、この組成物を膜の内面へ、ま
たは逆へ移動させるよう設計されていてもよいが、これは、組成物を膜の外面へ移動させ
るよう設計することもできる。吹き付け装置のそうした変形例は、例えば特許文献３に開
示されている。
【００２９】
　一例として、膜は、電鋳成形ニッケルからなり、複数の孔を有する７０μｍの厚さの、
直径が８ｍｍである円形ディスクから形成できる。孔は、外部環境に面する膜の外面にお
いては、４から１５０μｍの範囲の直径を有する円形ディスクの形態の断面と、容器の内
部に面する内面においては、２から５０μｍ、例えば１０から２０μｍの範囲の直径を有
する円形ディスクの形態の断面と、を有していてもよい。
【００３０】
　装置の使用中に、化粧用組成物は、液滴の形態で出現し、その平均直径は、好ましくは
２０から１００μｍであり、さらに好ましくは３０から６０μｍである。
【００３１】
　この装置に対応する技術は、特に、特許文献４、特許文献５、特許文献６および特許文
献７；特許文献８および特許文献９に開示されている。
【００３２】
　第２の実施形態によれば、超音波吹き付け装置は、微細加工された(micro-machined）
基体と、吹き付けられる液状物を収容する基体内の空隙と、基体の空隙内に液体を供給す
るための手段と、振動の作用で単分散液滴の形態に気化された液体を放出するための手段
とを備えていてもよい。
【００３３】
　放出手段は、基体内の少なくとも一つの微細加工されたチャネルから構成されており、
それは、空隙と連通状態となっている。例えば、基体は、シリコンから形成される。圧力
波発生装置は、例えば、空隙の下に結合される。発生された圧力波は、微細加工されたチ
ャネルを介して空隙内に収容された多量の液体を放出可能にする。細かい液滴の形態で放
出される液体の量は、例えば圧電タイプのセラミックによって発生された圧力波に依存す
る。
【００３４】
　そうした装置を用いることで、吹き付けられる液体の正確な量を決定することができる
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。
【００３５】
　この装置に対応する技術は、特に特許文献１０に開示されている。
【００３６】
　第３の実施形態によれば、超音波吹き付け装置は、振動を機械的に伝達するための連結
器(ホーン）を使用することができる。特に、超音波吹き付け装置は、円錐形状(すなわち
錐台形状）の連結器と、圧電発振器と、円形共振プレートと、を備える超音波発振システ
ムであってもよい。
【００３７】
　円錐形状(すなわち錐台形状）の連結器は、二つの円形面(一方の断面積が大きく、他方
の断面積がそれより小さくなっている）と、円錐形状の面とを有していることが好ましい
。
【００３８】
　圧電発振器は、連結器の大きな断面積の円形断面の上に固定されているディスクの形態
のものとなっており、かつその個々の表面上に固定された二つの円形電極を備えている。
伝導性供給ワイヤが、それぞれの電極プレートに取り付けられている。圧電発振器は、振
動を発生させる。
【００３９】
　連結器と同様の材料から形成される共振プレートは、連結器のより小さな断面積の円形
断面の一体部分を形成する。
【００４０】
　支持部材を連結器の上に取り付けできるようにするため、連結器の円錐形状部の面に溝
が形成される。支持部材は、超音波発振システム全体を固定可能にすると同時に、振動が
損なわれないように、一定の量の弾性が付与される。支持部材は、ファンによって吹き出
される空気が通過するオリフィスを有している。吹き付けられる液体は、円形共振プレー
ト表面の供給チャネルから供給され、吹き付けられる液体粒子は、吹き出された空気によ
って運ばれていく。
【００４１】
　この装置に対応する技術は、特に特許文献１１、特許文献１２、および特許文献１３に
開示されている。
【００４２】
　特に、本発明に基づく好ましい吹き付け装置は、中空チューブを備えており、この中空
チューブは、少なくとも部分的にソノトロードと交差するチャネルに接続され、かつ液滴
の形態の組成物を排出するための表面を形成する端フランジで開口しており、当該排出面
の上に開口するチャネルは、排出面の周縁からの距離がゼロとならないように、排出面で
開口しており、かつ、その全長にわたって、円形断面を有している。
【００４３】
　特に、ソノトロードは、長手方向軸線Ｘを有しており、チャネルは、同一の軸線Ｘに沿
って排出面に開口している。
【００４４】
　この実施形態において、チャネルは、軸線Ｘに沿って直線的に延在している。
【００４５】
　本発明は、満足できる結果をもたらすスプレーを提供することを可能にする。
【００４６】
　特に、本発明によって、それが、相対的に高いスプレー効果を有することが可能となる
。
【００４７】
　発振中、フランジが、排出面の形状の変化によって、変形するようになってもよく、そ
れは、例えば静止時の平坦である状態から、前方に向かって凹または凸に変形しても良い
。前方または後方への屈曲の幅は、静止状態に対して、５μｍよりも大きく、例えば、静
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止状態に対して５μｍから２５μｍ(すなわち、全幅は１０から５０μｍ）であってもよ
い。
【００４８】
　生成物粒子の排出の領域における端フランジの最小厚さは、例えば、０.４から０.６ｍ
ｍ、好ましくは０.４５から０.５５ｍｍ、さらに好ましくは０.５ｍｍである。
【００４９】
　生成物の液滴の排出は、端フランジの周縁全体にわたって行われてもよく、それは、均
一な吹き付けの実現に寄与する。
【００５０】
　他の態様によれば、本発明の目的は、ソノトロードと、ソノトロードに連結される振動
子とを備える、化粧用もしくは皮膚用の生成物を吹き付けるための装置を提供することで
あり、このソノトロードは、生成物粒子の排出のための面を形成する端フランジを有して
おり、さらに、このソノトロードは、端フランジに接続される円柱形部(すなわち吐出部)
に従って延在する直径が低減された部分を備えており、振動子の直径／円柱形部の直径の
比率は、４.５以下、好ましくは４以下、さらに好ましくは３.７以下であり、かつ好まし
くは３以上であり、さらに好ましくは３.５から３.７の間であり、かつ／またはフランジ
の直径／円柱形部の直径の比率は、７／６から１３／４であり、かつ／またはフランジの
直径／円柱形部の厚さの比率は、７０／６(例えば１２）であり、かつ１３０／４(例えば
３２）である。
【００５１】
　これらの幾何学的な特性は、特に満足できる結果をもたらす。
【００５２】
　フランジは、λが超音波のソノトロードの材料における波長である場合、λ／４以下の
、より大きな横方向の寸法を有していてもよい。
【００５３】
　ソノトロードの振動を設定する働きをする振動子と接触するソノトロードのフェースと
、排出面との間のソノトロードの長さは、λよりも小さくてもよい。
【００５４】
　生成物を供給するためのチャネルは、細長部を有していてもよい。
【００５５】
　細長部は、生成物の流れを遅くさせかつ吹き付け効率を向上させることができる。細長
部は、特に、相対的に均一な吹き付けを実現可能にする。
【００５６】
　細長部が設けられていることによって、チャネル以外の部分の製造が容易となり、それ
は、相対的な大きな部分を有していてもよく、それによって、圧力損失が制限される。
【００５７】
　細長部は、装置が使用されていないときの毛管現象の維持を確実なものとすることがで
き、それによって、空気との交換を低減することが可能となる。
供給チャネルのための閉鎖具を使用することが避けられる。
【００５８】
　ソノトロードは、電気エネルギーを超音波振動となるように変換するために、振動子へ
と連結されている。ソノトロードの共振周波数は、振動子の周波数とできるかぎり近いも
のであることが好ましい。連結は、例えば接着剤またはねじ止めによって行われてもよい
。
【００５９】
　有利なことに、生成物粒子は、少なくとも一つのファンによって生じた空気の流動によ
って処置されるようになる領域に向かって移動させられる。空気の流量は、例えば４から
７ｍ３/ｈであり、好ましくは、５.５から６.５ｍ３/ｈである。
【００６０】
　一実施例において、細長部は、排出面に開口している。この細長部は、少なくとも１ｍ
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ｍでありかつ１０ｍｍ以下の距離にわたって一定の断面を有している。細長部の長さは、
例えば７ｍｍ以下でありかつ好ましくは１ｍｍから５ｍｍであり、他の例では、２.５ｍ
ｍである。細長部は、排出面上で開口状態となっている端部から、反対側の端部まで、一
定の断面を有していてもよい。
【００６１】
　有利なことに、細長部は円形断面を有しており、これによって、製造が容易となる。
【００６２】
　チャネルは、その長さ全体にわたって円形断面を有していてもよい。
【００６３】
　有利なことに、チャネルは、ソノトロードと同一の軸線の直線方向に延在している。細
長部は、０.８ｍｍ２以下のより小さな断面積を有していてもよい。細長部は、１ｍｍ以
下の、例えば０.４ｍｍから０.８ｍｍの、好ましくは約０.６ｍｍの直径を、特に有して
いてもよい。
【００６４】
　チャネルは、０.８ｍｍ２以上のより大きな断面積を有していてもよい。
【００６５】
　チャネルは、振動子がボルト締めによって固定される場合、細長部の外側に、直径１ｍ
ｍから２ｍｍ(例えば約１.５ｍｍ）、もしくはそれ以上の直径を有していてもよい。
【００６６】
　細長部の長さ／ソノトロードチャネルの全長の比率は、０.０４から０.４であってもよ
い。
【００６７】
　チャネルの最も大きな断面／チャネルの最も小さな断面積との面積比は、１から２５で
あり、特に４から１０であり、一例として挙げると６から６.５である。
【００６８】
　チャネルは、排出面の中央に位置させることが可能な単一出口オリフィスを経て排出面
を供給してもよく、この実施形態においては、それは、一つであることが好ましい。
【００６９】
　ソノトロードは、チャネルから生成物を供給するべく、チューブへの接続のために、チ
ップを備えた単一ブロックとして形成することもできる。この供給チューブは、フレキシ
ブルなパイプであってもよく、それによって、パイプを蠕動ポンプに使用することが可能
となる。さらに、チャネルは、他の手段、例えばソノトロード内へ挿入されたチップを用
いて供給パイプに接続可能である。
【００７０】
　例えば円形形状を有するチップは、振動子を経て通過してもよい。
【００７１】
　端フランジの外径は、例えば７から１３ｍｍの間であり、適切には８から１２ｍｍであ
り、さらに適切には９から１１ｍｍであり、さらに好ましくは約１０ｍｍである。一実施
例において、端フランジの直径が１０ｍｍであり、かつフランジの最小厚さが０.５ｍｍ
であり、振動数が１００ｋＨｚ±１０％であるとき、良好な結果が得られる。
【００７２】
　フランジの厚さが相対的に小さい場合、特に０.６ｍｍ以下の場合、フランジの周縁部
の円形バンドは、半径方向に測定した場合、０.２ｍｍ以上の、一例としてあげると０.２
ｍｍから２ｍｍの幅を有していてもよい。
【００７３】
　端フランジは、半径方向に測定した場合、幅の全体にわたって延在する０.５ｍｍの厚
さの、少なくとも０.５ｍｍの円形バンドを備えていてもよい。
【００７４】
　ソノトロードは、その外側断面が排出面の方向において減少する部分、特に、錐台形状
部分を有していてもよい。この錐台形状部分の先端は、１０°から４５°であっても、特
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別には３０°であってもよい。
【００７５】
　ソノトロードは、上述したように、シリンダー形状の回転部を有していてもよい。外側
の断面積が減少する部分は、シリンダー形状の回転部に接続されていてもよく、このシリ
ンダー形状の回転部は、断面積が減少する(特に円錐形状の）部分と、端フランジとの間
の中間に設けられている。
【００７６】
　シリンダー形状の回転部の外径は、一例として挙げると４から７ｍｍであるが、特別に
、約５.５ｍｍであってもよい。
【００７７】
　シリンダー形状の回転部の長さは、例えば３から５ｍｍである。
【００７８】
　ソノトロードのさまざまな部分の長さは、ソノトロードが共振するように意図された公
称周波数の関数として選択されることが好ましく、排出面は、好ましくは、実質的に振動
の波腹部に位置することが必要とされる。排出フェースと振動子とを隔てる距離、および
端フランジの直径は、波長λ＝ｃ／ｆに基づくものであってもよく、ここで、ｃは、使用
温度での材料における音速であり、かつｆは、振動数である。
【００７９】
　好ましくは金属、特にアルミニウムまたはアルミニウム合金から、もしくはチタンまた
はチタン合金から、あるいはステンレススチール(例えば３１６ステンレススチール）か
ら形成されるソノトロードは、機械加工可能である。
【００８０】
　振動子の励振振動数は、例えば３０から２００ｋＨｚである。一例として挙げると、励
振振動数は、約１００ｋＨｚ±１０％となっていてもよい。好ましくは、振動子の励振振
動数は、１００から２００ｋＨｚである。
【００８１】
　吹き付けられる粒子の平均的なサイズは、振動数および霧状になされた液体の流体力学
的特性に依存する。本発明の一実施形態において、平均的なサイズは、特に振動数が１０
０ｋＨｚの場合、２０から２５μｍである。
【００８２】
　サイズが１０μｍ以下の微細な粒子の含有率は、１０％以下であってもよい。
【００８３】
　他の態様によれば、本発明の目的は、化粧用または皮膚用生成物を調整しかつ吹き付け
るための、上記ヘッドを備える装置を提供することである。
【００８４】
　この装置は、吹き付けられる生成物を含む容器を備えていてもよい。この生成物は、ケ
ア用または化粧用生成物(特にファンデーション）であっても、あるいはセルフ－タンニ
ング剤または日焼け止め用組成物を含む生成物であってもよい。
【００８５】
　容器は、取り外し可能なカートリッジの形態であってもよい。
【００８６】
　生成物は、フレキシブルなバッグの中に収容されていてもよい。
【００８７】
　装置は、上記カートリッジを収容するためのケースを、特にその先端に備えていてもよ
い。
【００８８】
　ケラチン物質の方へ方向付けられた空気の流れは、必要であれば、加熱もしくは冷却す
ることができる。
【００８９】
　本発明の一実施形態において、吹き付けは、例えばプッシュ－ボタンなどのコントロー
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ル部材を使用者が作動することによって開始される。
【００９０】
　一度、吹き付けサイクルが開始されると、以下のステップを含む吹き付けシーケンスを
開始できる。
　i)生成物粒子を移動させるための空気の流れを作り出すファンのスイッチをいれるステ
ップ
　ii)あらかじめ決められたように作動を遅らせた後に、振動子によってソノトロードの
振動を開始させるステップ
　iii）新たに作動を遅らせた後に、生成物を備えたソノトロードを供給するため、ポン
プを作動させるステップ
【００９１】
　吹き付けサイクルの終わりにおいては、装置の停止は、連続的に、ポンプを停止させ、
振動子を停止させ、そしてファンを停止させることを含んでいてもよい。
【００９２】
　他の態様によれば、本発明の課題は、ノズルと、ノズル内に配置された支持体と、支持
体のショルダとソノトロードのショルダとの間にシールが介在する状態で、クリック式固
定によって取り付けられかつ振動子と連結されたソノトロードと、を備える吹き付け装置
をさらに提供することである。
【００９３】
　本発明のこの態様によって、装置内にソノトロードを取り付けることが容易となる。
【００９４】
　他の態様によれば、本発明の目的は、ソノトロードと、ソノトロードと連結された円形
状の振動子とを備えた吹き付け装置をさらに提供することであり、このソノトロードは、
その上にチップを備えた単一ブロックから形成されており、それは、吹き付けられる生成
物を供給するためのチューブに挿入されている。本発明のこの態様によって、装置の組み
立てが容易となる。
【００９５】
　他の態様によれば、本発明の目的は、さらに、例えば肌のための美容処置方法もしくは
髪をトリートメントするための方法、特に、上述したスプレーヘッドを使用して、人間の
ケラチン物質の上へ化粧用組成物を吹き付けることを含むステップを含む化粧方法を提供
することである。
【００９６】
　本発明は、図面を参照し、かつその非限定的な実施形態に関する以下の詳細な説明を読
むことによって、明確に理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００９７】
【図１】本発明に基づいて形成される吹き付け装置の一例の概略側面図を示す。
【図２】吹き付け準備状態の、適所に生成物カートリッジを備えた図１の装置を示す図で
ある。
【図３】ケースへのカートリッジの挿入待ち状態の、オープンカートリッジを収容するハ
ウジングに対してアクセスするためのトラップドアを備えた図１の装置を示す図である。
【図４】図１から図３の装置の概略的な部分分解組立斜視図である。
【図５】吹き付けアセンブリの部分斜視図である。
【図６】図５の吹き付けアセンブリの概略的な長手方向の部分断面図である。
【図７】分離された、振動子支持体を示す図である。
【図８】分離された、ソノトロードの斜視図である。
【図９】ソノトロードの正面図である。
【図１０】図９のＸ－Ｘ線に沿った、ソノトロードの長手方向断面図である。
【図１１】ソノトロードの一実施例の斜視図である。
【図１２】図１１のソノトロードを備えるスプレーヘッドの概略的な長手方向の部分断面
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図である。
【図１３】加熱装置の加熱抵抗器の概略斜視図である。
【００９８】
　図１から図３には、肌、もしくは他のヒトケラチン物質、例えば唇または髪に生成物を
吹き付けるために、使用者が操作可能なケース２を備えた吹き付け装置１を示す。
【００９９】
　ケース２は、考えられる一例として、使用者が押すことによって吹きつけを開始できる
プッシュ－ボタン３を、後部に有している。一変形例として挙げると、このプッシュ－ボ
タン３は、他の場所に配置することも、例えばトリガーまたは感応性ボタンを備えて配置
することもできる。
【０１００】
　特に図２に見られるように、装置１は、前方に、生成物粒子の排出のための面４を備え
ていてもよい。この面は、生成物粒子を処理するようになる領域に付着できるように、使
用時に、その領域の方へ向けられていてもよい。
【０１０１】
　考えられる一例として、ケース２は、使用されていないときに、排出面４の前方におい
て折り畳み可能な保護蓋１２を備えている。この蓋１２は、蓋１２が排出面４を覆うよう
になる降ろされたポジションと、起こされたポジションとの間で、例えば、ケースの本体
に連接されている。一実施例においては、ケースには保護蓋が設けられていないか、もし
くはこの蓋は、他の方法で、ケースに取り付けられている。
【０１０２】
　蓋１２は、折り返しポジションに、ケース２の外面と連続して延在していても良い。
【０１０３】
　ケース２は、吹き付けられるようになる生成物を含むカートリッジ１５を収容すること
ができ、このカートリッジ１５は、ケース２のハウジング１７の中に挿入されている。
【０１０４】
　図３に見られるように、このハウジング１７は、使用されていないときに、閉じフラッ
プ１８によって閉じられていてもよい。
【０１０５】
　図示された例において、ハウジング１７は、その上部が開放されている。
【０１０６】
　閉じフラップ１８は、スライド可能なように、ケース２に取り付けられていてもよい。
図示していないが、一例として挙げると、ハウジング１７は、他の方法でケースに取り付
けられる。
【０１０７】
　カートリッジ１５内に含まれる生成物は、例えば、ファンデーション、セルフ－タンニ
ング剤、体用または顔用ローション、あついはスタイリング剤を含む生成物である。
【０１０８】
　カートリッジの容量は、１ｍｌから１００ｍｌ、より好ましくは５ｍｌから２０ｍｌ、
特に好ましくは、１０ｍｌである。
【０１０９】
　図示していないが、一例として挙げると、装置１は、異なる生成物を含むいくつかのカ
ートリッジ、もしくはいくつかの生成物を含む一つのカートリッジを収容していてもよく
、これらのカートリッジは、吹き付けられる生成物を選択するための手段を備えているか
、もしくは他の例においては、吹き付けられる混合物において、他の生成物に対する一つ
の生成物の比率を調整するための手段を備えている。必要に応じて、同一のカートリッジ
は、さまざまな生成物を含んでいてもよく、それは、吹き付けられる生成物を選択するた
めの、もしくは吹き付けられる混合物におけるさまざまな生成物の比率を調整するための
手段を備えている。
【０１１０】
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　考えられる一例として、ケース２は、前部に、メインスタート／ストップスイッチ２２
と、作動状態表示機として働く表示ランプ２３とを備えている。ケース２は、片側に、空
気吸入孔３０を備えている。
【０１１１】
　図４に見られるように、ケース２の本体は、半体殻体２ａおよび２ｂを組み立てること
によって形成できる。これらの半体殻体は、例えば互いにクリック方式で固定されかつ／
またはねじ止めによって保持されるように、例えば、緊密な、場合によっては取り外し可
能な調整装置を用いて取り付けられる。これらの半体殻体２ａおよび２ｂは、例えば熱可
塑性プラスチック材料を成形することによって形成される。
【０１１２】
　カートリッジ１５は、吹き付けられる生成物を含むフレキシブルなバック３５の周囲に
連結される二つの半体殻体１５ａおよび１５ｂを備えていてもよく、このバック３５は、
ハウジング１７内に設けられた吸引チップ４０に係合するよう意図された連結チップ３８
の上に、例えば熱溶着されている。
【０１１３】
　フレキシブルなバック３５を使用することによって、バッグの中へ空気を再び取り込む
ことなく、生成物を回収することが可能となる。変形例として挙げると、カートリッジは
、フレキシブルバッグ以外の、貯蔵部、例えば可動ベース貯蔵部を含んでいてもよい。
【０１１４】
　一実施例において、カートリッジは、中身の残量を示す視覚的な表示機、例えば半体殻
体１５ａおよび１５ｂのいずれか一方および／またはフレキシブルなバッグ３５に形成さ
れた透明窓を備えていてもよい。
【０１１５】
　半体殻体１５ａおよび１５ｂは、例えば、クリック方式で固定されかつ／または互いに
結合されるか、もしくは他の方法によって取り付けられるよう、緊密な、場合によっては
取り外し可能な調整装置を用いて取り付けられ、この調整装置は、例えば不透明なまたは
透明な熱可塑性プラスチック材料から形成される。
【０１１６】
　装置の上部に取り外し可能なカートリッジ１５を配置することによって、生成物を供給
するため、重力作用による利益を得ることができるようになる。
【０１１７】
　必要であれば、装置を、特にソノトロードおよび排出面を洗浄するために、一般的なカ
ートリッジの代わりに、洗浄用生成物のカートリッジを使用することもできる。
【０１１８】
　装置は、使用者に対して、例えば、吹き付けられる一つ以上の生成物および上記洗浄用
カートリッジを有する、共通のパッケージの形で提供されてもよい。
【０１１９】
　洗浄用カートリッジは、詰め替えできるものであっても、できないものであってもよい
。
【０１２０】
　洗浄液が互換性を有するよう、洗浄液を、化粧用組成物の溶剤のうちの一つから選択す
ることもでき、かつ例えばインドデカン、揮発性シリコン、アルコールもしくは水を含ん
でいてもよい。
【０１２１】
　必要であれば、この装置は、例えば、電気機械的感触器(feeler)、電気的接触子または
ＲＦＩＤチップを用いて、カートリッジを認識するためのシステムを備えていてもよい。
【０１２２】
　必要であれば、カートリッジの内容量を装置１によって識別することで、吹き付けられ
る生成物の装置に対して、作用パラメーター、例えば、生成物の流量、励振振動数、空気
の流量および／または空気温度を自動的に対応させることが可能となる。
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【０１２３】
　ケース２は、電気エネルギー源４３、例えば一つ以上の蓄電池またはセルと、装置１の
電子部品を有するプリント回路４５とを収容する。これらの部品は、さまざまな電気素子
の作動、吹き付けに必要な電圧の発生を確実なものとし、かつ例えば使用者にカートリッ
ジの交換が必要であることを示すために、吹き付けられる生成物の残量の計算をすること
などに関連する機能を作動できるようにする。
【０１２４】
　半体殻体２ａおよび２ｂの分離するによってケース２を開くことは、セルを交換するた
めに必要であってもよい。一例として、セルコンパートメントへのアクセスは、このコン
パートメントへアクセスするためのトラップドアを用いて、ケースを開くことなく実現可
能であってもよい。吹き付け装置１は、必要であれば、ケース内に設けられた蓄電池を充
電するための電気コネクタを備えていてもよい。
さらに、ケース２は、吹き付けアセンブリ５０(ヘッドとして知られている）と、ポンプ
５３とを収容し、このポンプは、まず吸引チップ４０へ接続され、そして次にチューブ５
５を介して吹き付けアセンブリ５０へと接続されており、このチューブ５５は、フレキシ
ブルはパイプであることが好ましい。
【０１２５】
　例えば蠕動性タイプからなるポンプ５３は、電気モーター５７を備えており、電気モー
ター５７は、吹き付けアセンブリ５０の方へ生成物を押し出すよう、フレキシブルパイプ
５５を加圧する一つ以上のローラーを順番に駆動する。ポンプ５３が機能している間の生
成物の流量は、例えば０.０５ｇ／分から２ｇ／分の間である。
【０１２６】
　必要であれば、この流量は、一定のあらかじめ決められた値を用いて、使用者が調節で
きるものであってもよい。
【０１２７】
　図示していないが、使用される他のタイプのポンプの一例として、例えば、ギアポンプ
、膜ポンプまたはピストンポンプを挙げることができる。重力または伸縮自在の弾性的な
バッグによる供給も考えられる。
【０１２８】
　図４に見られるように、吹き付け装置５０は、ファン６０を後部に備えていてもよく、
このファン６０は、図面を明瞭にするために、図５には図示していない。
【０１２９】
　吹き付け装置５０は、管状部を有するさらにノズル６５を備えており、それは、ファン
６０によって送られる空気を通過させるための開口７１を備えたストッパー７０によって
その後部において閉ざされている。
【０１３０】
　ファン６０は、例えばストッパー７０の上へ、ねじなどで固定されている。
【０１３１】
　ファンの回転軸線は、例えば、ノズル６５の長手方向軸線と一致する。
【０１３２】
　ファン６０によってノズル６５の中へ排出される空気の流量は、例えば４から７ｍ３／
ｈである。
【０１３３】
　空気は、孔３０によって、ケース２の外側からファン６０を用いて吸引される。
【０１３４】
　ファン６０は、一度、使用者がメインスイッチ２２で装置のスイッチを入れると、また
は例えば使用者がプッシュ－ボタン３を押すことで吹き付けを開始したときに、持続的に
作動可能である。一実施例において、使用者が、処理する領域に位置された生成物の乾燥
を促すよう吹き付けられた空気を利用できるようにするため、ファンの作動は、吹き付け
後もあらかじめ決められた時間にわたって、もしくは使用者によって装置が新しく作動さ
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せられるまで、行われていてもよい。
【０１３５】
　さらに、本発明の一実施形態では、プッシュ－ボタン３を作動させることによって制御
された吹き付けサイクルは、まず、ファンのスイッチを入れ、続いて、例えば３００から
８００ｍｓ、好ましくは５００ｍｓ作動を遅らせた後、スプレーヘッドを励振させ、そし
てさらに例えば３００から８００ｍｓ、好ましくは５００ｍｓ作動を遅らせた後、ポンプ
のスイッチを入れることを含んでいる。吹き付けは、プッシュ－ボタン３が開放されたと
き、上記ステップとは逆の順序で停止する。
【０１３６】
　装置１は、有利なことに、散布液が吹き付けられる面の方へ送られる空気を加熱するた
めの手段２００を備えている。生成物および装置の乾燥をこのように促進させることによ
って、使用がより快適となる。これによって、ソノトロードさらに加熱すること、ならび
に生成物の流動および吹き付けを容易にするよう、生成物の粘度を低減させることが可能
となる。
【０１３７】
　加熱手段２００は、例えば、電気加熱抵抗器２１０を備えており、これは、ファン６０
と一体化するか、もしくはファンの前後に、好ましくは図６に示すようにその前に配置す
ることができる。
【０１３８】
　加熱装置２００は、例えば、ファン６０に取り付けられている。
【０１３９】
　一実施例において、加熱抵抗器２１０はニクロム線から構成され、これは、直径が０.
５１ｍｍであり、長さが２.８ｍであり、図１３に示すように、ばねの形態に巻かれてお
り、ファン６０の後ろに取り付けられており、かつ３６Ｗの電力が供給される。そうした
加熱抵抗器によって、生成物の排出面から１０ｃｍ離れて、３６℃の空気の流れを生じる
ことが可能となる。
【０１４０】
　ノズル６５、ファン６０および、加熱手段２００は、ケース２の中に取り付けることが
容易な一体鋳造アセンブリから形成できる。さらに、これらの構成要素を位置合わせする
ことによって、装置は相対的にコンパクトとなる。
【０１４１】
　加熱された空気がノズル６５を離れるときの温度は、３０から４０℃であり、好ましく
は３７℃である。
【０１４２】
　空気の出口温度は、必要であれば、熱空気および電気調整用ループ(electronic regula
tion loop）の流れに露出された温度センサを設けるという利点によって調節できる。
【０１４３】
　装置は、使用者が、装置の加熱によって送られる空気を加熱するよう機能するか、もし
くはそのように機能しないかを、使用者が選択できるように構成できる。
【０１４４】
　この選択は、例えば、使用者によって作動可能な選択器によってなされるものであり、
この選択器は、例えば、吹き付けを開始させるプッシュ－ボタンを長く押すかまたは短く
押すことによって制御される。
【０１４５】
　例えば、プッシュ－ボタン３を加減して押すと、室温の空気が吹き出されるとともに、
吹き付けが開始され、かつプッシュ－ボタン３を長く押すと、加熱空気が吹き出されると
ともに、吹き付けが開始される。
【０１４６】
　装置の加熱は、ファンのスイッチが入れられると同時に開始しても、もしくは同時に停
止してもよく、あるいはそれぞれの始動が、時間とともに相互交換するものであってもよ



(16) JP 2009-190789 A 2009.8.27

10

20

30

40

50

い。
【０１４７】
　吹き付け装置１は、プッシュ－ボタン３があらかじめ決められた時間にわたって作動さ
せられない場合、待機モードとなるよう、構成されてもよい。装置の通常の機能への復帰
は、続いて、プッシュ－ボタン３が押されること、すなわちメインスイッチ２２が作動さ
れることを要求してもよい。
【０１４８】
　ノズル６５の本体は、製品供給チューブ５５が通過するための側方開口７５が設けられ
ており、かつ圧電振動子８０を保持する支持体７８を収容する。
【０１４９】
　この振動子は、振動子８０の電気機械的な振動を増幅させるため、機械的にソノトロー
ド８２に結合されており、それは、排出面４に対して、半径方向もしくは長手方向に振動
を伝えるためのものであり、この面は、ソノトロード８２の端フランジによって形成され
る。
【０１５０】
　考えられる一例として、このソノトロードは、アルミニウムにおいて機械加工されるも
のであるが、他の材料、特に他の金属または合金を使用することもできる。
【０１５１】
　ソノトロード８２の後面は、振動子８０と結合されているが、他の手段、特にねじなど
の機械的手段によって取り付けられていてもよい。
【０１５２】
　ノズル６５の本体は、例えば、円筒形回転部からなり、かつ熱可塑性プラスチック材料
によって成形されてもよい。
【０１５３】
　ノズル６５は、ソノトロード８２と同じ軸線Ｘを有する開口９０で終端をなしている先
細部８５を、その前部に有していてもよい。この開口９０は、考えられる一例において、
１４から２０ｍｍの、例えば約１６ｍｍの直径の円形状となっている。
【０１５４】
　先細部８５は、半体殻体２ａおよび２ｂによって形成されるケース２の凹部９１へと突
出しており、この凹部９８のベースは、ノズル６５の外部に局所的に追従可能な開口９７
を形成する。
【０１５５】
　一例として図示するように、ノズル６５によって吹き出される空気の流れは、ケースの
レストによって方向を変更されず、凹部９１が十分に幅広である。
【０１５６】
　ファン６０によって吹き出される空気は、通常、空気の流れが軸線Ｘに沿って方向付け
られる場合に、開口９０を通過する。
【０１５７】
　特に図６に示すように、排出面４は、開口９０の平面Ｐに対して、距離ｄだけ突出して
いる。開口９０の平面Ｐは、軸線Ｘに対して直交している。
【０１５８】
　距離ｄは、特に開口９０の直径が約１６ｍｍである場合、例えば２から４ｍｍ、好まし
くは２から３ｍｍ、さらに好ましくは、２.２から２.９ｍｍである。そうした値とするこ
とで、排出面４から５ｃｍの、または１０ｃｍの距離で、損失が小さな、相対的に均一な
吹き付けを実現することができる。
【０１５９】
　上述した値から外れる距離ｄは、例えば生成物の、中央部における不足および／または
あまり正確でない付着を伴う、より均一でない吹き付けを引き起こす可能性がある。
【０１６０】
　例えば熱可塑性プラスチック材料から単一部品として成形される支持体７８は、支持体
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７８のショルダ９３がストッパー７０の内面９４に対して当接するまで、ストッパー７０
の中央管状部７２の中へ圧力はめされるように意図された部分９２を備えている。
【０１６１】
　図５および図６に示すように、支持体７８は、取り付け部９２と、弾性的に変形可能な
脚１００(例えば４つの脚）と、振動子８０とを備えており、この脚１００は、それぞれ
の端部にソノトロード８２をクリック方式で固定するよう保持するためのつめ１０１が設
けられている。
【０１６２】
　支持体７８は、ソノトロードを保持することに加えて、ソノトロード８２の全周の、ノ
ズル６５の内側の空気の流れの良好な拡散に寄与することもできる。
【０１６３】
　円形状を有する振動子８０は、考えられる一例においては、一方にはＯ－リングシール
１０１と、他方にはソノトロードの裏面１１２となるよう、それらの間に挟まれている。
【０１６４】
　ソノトロードの第１の電気供給ワイヤが通過する裏面１１２には、中空部１１４が形成
されおり、第１の電気供給ワイヤは、ソノトロード８２に隣接する振動子の一方の面に接
続されている。第２の電源供給ワイヤは、他方の面に電気的に接続されている。
【０１６５】
　ソノトロード８２は、中空部１１４に加えて、考えられる一例においては、軸線Ｘの周
囲で対称的な回転部からなる。
【０１６６】
　さまざまな振動子を使用することができる。本発明への使用に適した圧電セラミックを
備える振動子８０は、例えば商品番号26132として、Ferroperm社から市販されている。こ
れは、外径が２０ｍｍであり、内径が３.８ｍｍであり、かつ厚さが２ｍｍのリング形状
の圧電セラミックＰＺ２６である。
【０１６７】
　図６に見られるように、Ｏ－リングシールが、支持体７８のショルダ１１６の上に載置
されており、かつ振動子８０は、その半径方向の外側縁部に近接して、ソノトロード８２
の方を向くＯ－リングシールの面を介して、シールの上に載置されている。
【０１６８】
　シール１１０は、ソノトロード８２と振動子８０とを支持体７８の上へ可動状態となる
よう取り付けることを可能にする。
【０１６９】
　ソノトロード８２は、つめ１０１が係合可能なショルダ１２５を形成する第１の係合さ
れる円筒部１２０を、裏側に備えている。
【０１７０】
　ソノトロード８２は、ショルダ１２５を越えて、錐台形状部１３０を通って前方へ延在
しており、それは、グルーブ(groove)１３１を通って、軸線Ｘの第２の円筒部１３２へつ
ながっている。この円筒部１３２は、端フランジ１４０へとグルーブ１３４を介してつな
がっており、通常、軸線Ｘに対して直交している端フランジ１４０の前面は、生成物の排
出面４を形成する。
【０１７１】
　第１の円筒部１２０の直径Ｄは、例えば１８ｍｍから２２ｍｍであり、他の例では２０
ｍｍである。この直径Ｄは、例えば、振動子８０の最も大きな直径と実質的に一致する。
一実施例において、振動子８０は１５ｍｍの直径を有している。
【０１７２】
　円筒部１２０の長さｌ０は、例えば１.５から５.５ｍｍであり、他の例では、３.５ｍ
ｍである。
【０１７３】
　錐台形状部１３０の最も大きな直径Ｄ２は、例えば１５.５ｍｍから１９.５ｍｍであり



(18) JP 2009-190789 A 2009.8.27

10

20

30

40

50

、他の例では１７.５ｍｍであり、かつ錐台形状部１３０の最も小さな直径Ｄ３は、８か
ら１２ｍｍであり、他の例では、１０ｍｍである。錐台形状部１３０の上部での角度αは
、図示した例においては、３０°である。
【０１７４】
　グルーブ１３１の曲率半径は、例えば２から３ｍｍであるが、図示した例においては２
.５ｍｍであり、かつグルーブ１３４の曲率半径は、例えば１から２ｍｍであるが、図示
した例においては１.５ｍｍである。
【０１７５】
　軸線Ｘに沿って測定されたショルダ１２５と排出面４との間の距離ｌ１は、例えば１３
から１７ｍｍであるが、図示した例においては１４.９ｍｍである。
【０１７６】
　錐台形状部１３０と排出面４との間の距離ｌ２は、例えば７から１０ｍｍであるが、図
示した例においては８.４ｍｍである。
【０１７７】
　第２の円筒部１３２の後端と排出面４との間の距離ｌ３は、例えば４から８ｍｍである
が、図示した例においては５.９ｍｍである。
【０１７８】
　第２の円筒部１３２の前端と排出面４との間の距離は、例えば１.５から２.５ｍｍであ
るが、図示した例においては２ｍｍである。
【０１７９】
　第２の円筒部１３２の直径は、Ｄ１は、例えば４から６ｍｍであるが、図示した例にお
いては５.５ｍｍであり、かつその半径方向の外側縁部に近接して、軸線Ｘに沿って測定
した端フランジ１４０の厚さは、例えば０.４から０.６ｍｍであるが、図示した例におい
ては０.５ｍｍである。
【０１８０】
　端フランジの直径Ｄ７は、例えば７から１０ｍｍであるが、考えられる例においては１
０ｍｍである。
【０１８１】
　端フランジ１４０の裏面は、考えられる例においては、軸線Ｘに対して直交している。
【０１８２】
　フランジの厚さは、半径方向に測定された幅Δｒの円形バンドにわたって、その周囲か
ら一定であってもよく、０.２から２ｍｍであり、かつ考えられる一例において０.５ｍｍ
である。
【０１８３】
　Ｄ７／Ｄ１の比率は、７／６から１３／４であり、かつＤ７／ｅの比率は、７０／６か
ら１３０／４である。
【０１８４】
　発明は、図示した端フランジの形態に限定されるものではなく、他の形態、例えば楕円
形の形態のものも使用できる。この場合、「直径」という語は、フランジの外接円の直径
を意味する。
【０１８５】
　ソノトロード８２は、考えられる例においては、供給パイプ５５への接続のためのチッ
プ１５０が設けられており、チップ１５０は、例えば、ソノトロード８２のレストを機械
加工することによって形成された一体構造のものである。チューブ５５は、例えばチップ
１５０の上への押し込みによって接続される。
【０１８６】
　生成物供給チャネル１６０は、軸線Ｘに沿ってソノトロード８２と交差している。チャ
ネル１６０の第１の部分１６０ａは、第２の円筒部１３２の中に配置されたチップ１５０
の下端１６２からポイント１６５まで一定の内径で延在しており、この部分１６０ａは、
錐台形状穿孔１６０ｃを解して幅狭部１６０ｂへと連結されている。



(19) JP 2009-190789 A 2009.8.27

10

20

30

40

50

【０１８７】
　チャネル１６０の内径Ｄ５は、その部分１６０ａの最も大きな直径において、例えば１
から３ｍｍであり、図示した例においては、１.５ｍｍであり、かつ幅狭部１６０ｂの直
径Ｄ６は、０.４から０.８ｍｍであり、好ましくは、０.６ｍｍである。
【０１８８】
　より大きな直径を有する部分１６０ａが設けられることによって、チャネル１６０の機
械加工が簡単になり、かつ過剰な圧力損失の発生を避けることができるようになる。幅狭
部１６０ｂが設けられることによって、もたらされる吹き付けの質に関して、より高いパ
フォーマンスが得られる。ＯＫ
【０１８９】
　軸線Ｘに沿って測定された幅狭部１６０ｂの長さｌ７は、例えば２から３ｍｍであり、
他の例では、５ｍｍである。
【０１９０】
　振動子８０は、例えば３０から２００ｋＨｚの振動数で励振させられ、かつポンプ５３
は、ソノトロード８０を通過するチャネル１６０を介して、吹き付けられる生成物を排出
面４へ供給する。
【０１９１】
　振動子８０の励振振動数は、一定であってもよいが、好ましくは、排出面の最大振幅お
よび最大吹き付け効果が得られるように連動してもよい。
【０１９２】
　装置の電子部品は、従来の方式で、この作用を確実なものとする電気回路を備えていて
もよい。
【０１９３】
　ポンプ５３の機能は、必要であれば、チャネル内に存在する生成物を吸い取りかつチャ
ネルの乾燥および遮断の可能性を低減するよう、吹き付けの終了時に、ほんの短い時間に
わたって、モーターの回転方向が逆転することを含んでもよい。
【０１９４】
　考えられる例においては、第１および第２の供給ワイヤによる振動子８０への電圧の供
給中に、振動子８０は、軸線Ｘに対して放射状に振動している。したがって、発生された
振動は、ソノトロード８２における振幅の増幅を伴って、排出面４まで伝わり、それは、
屈曲によって、軸線方向に振動する。
【０１９５】
　振動の影響下で、端フランジ１４０は変形するようになり、フランジ１４０の振動は、
その円周全体の上への生成物の液滴の排出を引き起こす。
【０１９６】
　放出される液滴の平均サイズは、例えば、２０μから３０μｍである。
【０１９７】
　排出される生成物の液滴は、処理される面の方へ方向付けられた、開口９０を離れた空
気の流れによって運ばれ、液滴の形態でこの表面へ達する。
【０１９８】
　生成物の流量は、霧状になされる生成物の粘度に応じて、例えば、０.５ｇ／分から１
０ｇ／分となる。
【０１９９】
　本発明の装置は、例えば処置される領域に、約４０ｍｍの生成物の、密で、均一な印を
つけることができる。
【０２００】
　図１０の例においては、ソノトロードの寸法の特有の値は、１００ｋＨｚの振動数に従
って与えられている。
【０２０１】
　さまざまな振動数ｆ’とするために、寸法は、第１の手法として、因数ｆ／ｆ’によっ



(20) JP 2009-190789 A 2009.8.27

10

20

30

40

50

て変更されてもよい。
【０２０２】
　図１１には、６０ｋＨｚの振動数において作動するよう意図されたソノトロードの実施
例を示す。このソノトロードは、図１０に示したソノトロードと、その寸法および円筒部
１３２の後部に配置される本体２９０の形状において異なっている。
【０２０３】
　ソノトロードは、例えば、ヘッド－トゥ－テール(head-to-tail)方式で結合された二つ
の圧電セラミック２８０からなる振動発生器を保持するため、ボルト２５０を取り付け可
能にする内部ねじ穴を備えている。
【０２０４】
　幅狭部１６０ｃの長さｌ７は、例えば、３.５ｍｍである。フランジ１４０に対向する
端面から本体２９０のショルダまでの円筒形面部２２５の長さは、例えば１８ｍｍであり
、円筒部１３２に隣接するショルダ２２６から錐台形状部２２７のベースまでの距離は、
例えば７ｍｍである。
【０２０５】
　ボルト２５０を収容するハウジング２２９は、二つの連続した穿孔２３０および相対的
に直径が低減されている穿孔２３１(例えばそれぞれの直径が４ｍｍおよび２.５ｍｍと等
しい）と連通状態となっている。
【０２０６】
　中央管状部は、吹き付けられる生成物を運ぶことができるように、ボルト２５０を通過
しており、かつフレキシブルなチューブ５５と接続するために、チップ３００を備えてい
てもよい。
【０２０７】
　もちろん、本発明は、上記実施例に限定されるものではない。
【０２０８】
　図示していないが、一変形例において、生成物の供給は、ソノトロードの内部へ生成物
を直接移動させる針によって実施され、この針は、生成物出口オリフィスから後方へ設け
られている。
【０２０９】
　チャネルの幅狭部は、ソノトロードを機械加工するのではなく、流速低減部材(例えば
ソノトロードの適切な直径のチャネルの中へ、圧力ばめによって挿入されるスリーブ）を
それに連結させることで、形成されるものであってもよい。
【０２１０】
　装置１のケースは、他の形態の、特にペンの形態のものであってもよい。
【０２１１】
　必要であれば、使用者が操作するケースは、電気ケーブルを介して、電源を備えるベー
スに接続されていてもよい。
【０２１２】
　図示していないが、一実施例において、供給チャネルは、いくつかのオリフィスを介し
て、排出面の上へ開放されている。これらのオリフィスは、例えば、軸線に基づいて対称
的に配置されている。チャネルの幅狭部は、チャネルがオリフィスと、もしくは変形例と
して、オリフィスが幅狭部を備えるようにさせるチャネルの個々のブランチと連通状態に
なる前に、配置することができる。
【０２１３】
　ソノトロードの排出面は、例えば、表面張力を低減するため、予定された表面処置をな
されてもよい。この処置は、例えば、ＰＴＦＥの蒸着または鏡面仕上げ(a polished mirr
or)であってもよい。
【０２１４】
　必要であれば、装置は、開口９０に対する排出面４のオーバーラップｄの調整を可能に
するよう配置できる。これによって、吹き付けの集中化を向上させることができる。
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【０２１５】
　一実施例において、この装置は、大気中へ生成物を吹き付けるために使用することがで
きる。
【０２１６】
　本明細書において、「備えている」という表現は、「少なくとも一つのものを備えてい
る」と同じことを意味しているということを理解されたい。
【０２１７】
　本明細書における値の範囲は、上記記載に限定されるものではないことを理解されたい
。
【０２１８】
〔粘度〕
　本発明の組成物は、液体である。「液体」という語は、それ自身の重量を受けて流動す
る組成物を意味する。
【０２１９】
　この組成物は、５から５００ｍＰａ・ｓの、好ましくは１０から４００ｍＰａ・ｓの、
さらに好ましくは、２０から１５０ｍＰａ・ｓの、最も好ましくは、２５から１００ｍＰ
ａ・ｓの範囲の粘度を有している。
【０２２０】
　粘度は、Rheomat 180の粘度測定器を使用して、２５℃で測定され、この粘度測定器は
、粘度領域に基づくMK-R-１，２または３のスピンドルと、２００min－１スピン速度にお
ける、対応する測定カップMB-R-１，２または３とを備えており、この測定は、スピンの
開始１０分後に行われる(その後、粘度およびスピンドルのスピン速度の安定化を観測す
る）。
【０２２１】
〔粉末相〕
　本発明に基づく組成物は、粉末相を有している。
【０２２２】
　粉末相は、特に、着色剤、充填剤および／または真珠層(真珠のような光沢を有する層)
を備えている。
【０２２３】
　好ましい実施形態によれば、本発明の組成物の粉末相は、着色剤を有している。
【０２２４】
　「着色剤」という語は、無機または有機的な微粒子であり、液体有機相に溶けないもの
であり、かつ組成物を着色しかつ不透明化するよう意図されたものであることを意味する
と理解されたい。
【０２２５】
　着色剤は、無機または有機的な着色剤であってもよい。使用される着色剤は、金属酸化
物、例えば、酸化鉄(特に、黄色、赤色、茶色および黒色酸化鉄）、二酸化チタン、酸化
セリウム、酸化ジルコニウム、および酸化クロム；マンガンバイオレット、ウルトラマリ
ンブルー、ペルシアンブルー、コバルトブルーおよびフェリックブルー、ならびにそれら
の組み合わせを含んでいる。
【０２２６】
　好ましくは、酸化物および／または酸化チタン着色剤が使用される。
【０２２７】
　着色剤は、着色剤を組成物の有機相と適合するように、疎水剤とともに処置されてもよ
い。疎水性処置剤は、シリコン、例えばメチコーン、ジメチコーンもしくはパーフルオロ
アルキルシラン；脂肪酸、例えばステアリン酸；金属石鹸、例えばアルミニウムジミリス
チン酸、水添タロウグルタメート(hydrogenated tallow glutamate）のアルミニウム塩, 
パーフルオロアルキルホスフェート、パーフルオロアルキルシラン、パーフルオロアルキ
ルシレザン、ポリヘキサフルオロプロピレン酸化物、パーフルオロアルキルパーフルオロ
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ポリエステル基を含むポリオルガノシロキサン、およびアミノ酸；Ｎ-アシルアミノ酸ま
たはその塩類；レシチン、イソプロピルトリイソステアリルチタン酸、およびそれらの混
合物からなる群から選択されたものである。
【０２２８】
　Ｎ-アシルアミノ酸は、８から２２の炭素原子を含むアシル基、例えば２－エチルヘキ
サノイル、カプロイル、ラウロイル、ミリストイル、パルミトイル、ステアロイルまたは
ココイル基を含んでいてもよい。これらの化合物の塩類は、アルミニウム、マグネシウム
、カルシウム、ジルコニウム、亜鉛、ソジウム、またはポタシウム塩類であってもよい。
アミノ酸は、例えば、リシン、グルタミン酸、またはアラニンであってもよい。
【０２２９】
　上記化合物における「アルキル」という語は、特に、１から３０の炭素原子を、好まし
くは、５から１６の炭素原子を含むアルキル基を意味する。
【０２３０】
　疎水処理をなされた着色剤は、特に、欧州特許出願公開第1 086 683号明細書に開示さ
れている。
【０２３１】
　この着色剤は、本発明の組成物の中に、組成物の全重量に対して、０.１重量％から３
０重量％の、好ましくは１重量％から２０重量％の、さらに好ましくは３重量％から１５
重量％の含有率となるよう含まれていてもよい。
【０２３２】
　着色剤に加えて、本発明の組成物の粉末相は、充填剤および／または真珠層を備えてい
てもよい。
【０２３３】
　好ましい実施形態によれば、本発明の組成物は、充填剤を含んでいる。
【０２３４】
　「充填剤」という語は、無着色または白色の、無機または合成粒子であり、組成物は製
造される温度にかかわらず、媒質に溶けない、いかなる形態のものであることを意味する
と理解されたい。
【０２３５】
　充填剤は、結晶学的な形状(例えば、層状、立方形状、六角形、斜方晶形状など）にか
かわらず、小板状、球状、長円形状などのいかなる形態の無機または有機物であってもよ
い。これは、タルク、マイカ、シリカ、カオリン、ポリアミド(ナイロン(登録商標））パ
ウダー、ポリ－β－アラニン、ポリメチルメタクリルレート、Plastic Powder D-400の名
称でToshiki社から市販されているヘキサメチレンジイソシアナートおよびトリメチロー
ルヘキシルラクトンのコポリマーのポリウレタンパウダー、テトラフルオロエチレンポリ
マー(テフロン(登録商標））パウダー、微小化ワックス粒子、特にMicroCare 350(登録商
標）の名称でMicro Powders社から市販されているカルナウバ微小ワックス、MicroEase 1
14S(登録商標）の名称でMicro Powders社から市販されている合成ワックスの微小ワック
ス、MicroEase 300(登録商標）および310(登録商標）の名称でMicro Powders社から市販
されているカルナウバワックスとポリエチレンワックスとの混合物からなる微小ワックス
、MicroEase 200(登録商標）、220(登録商標）、220L(登録商標）および250S(登録商標）
の名称でMicro Powders社から市販されているポリエチレン微小ワックス、およびCerapur
e H5-C(登録商標）の名称でShamrock社から市販されている、またはMattewax(登録商標）
の名称でMicro Powders社から市販されているポリプロピレン微小ワックス；ラウロイル
リジン、スターチ、ボラン窒化物、例えば(Nobel Industrieから市販されている）エクス
パンセル(登録商標）ポリビニリデンクロライド／アクリロニトリルなどの中空ポリマー
微小球、およびアクリル酸コポリマー、シリコン樹脂パウダー、特にシルセスキオキサン
パウダー(特に欧州特許第293 795号明細書に開示されたシリコン樹脂パウダー；例えばTo
shibaから市販のTospearls(登録商標））、弾性ポリオルガノシロキサン粒子、沈降カル
シウムカーボネート、マグネシウムカーボネート、マグネシウム水素カーボネート、ヒド
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ロキシアパタイト、中空シリカ微小球、ガラスまたはセラミック微小カプセル、および例
えばステアリン酸亜鉛、ステアリン酸マグネシウム、ステアリン酸リチウム、ラウリン酸
亜鉛、またはミリスチン酸マグネシウムなどの８から２２の炭素原子を、好ましくは１２
から１８の炭素原子を含む有機カルボン酸からなされる金属石鹸；硫酸バリウムならびに
それらの混合物からなる。
【０２３６】
　好ましい実施形態によれば、本発明の組成物は、ポリテトラフルオロエチレン(PTFE)パ
ウダー、ポリアミドパウダー、またはこれらの混合物を備えていてもよい。
【０２３７】
　充填剤は、組成物の全重量に対して、０.１重量％から２０重量％の、好ましくは０.２
重量％から１５重量％の、さらに好ましくは０.５重量％から１０重量％の含有率となる
よう、本発明の組成物に含まれていてもよい。
【０２３８】
　着色剤および充填剤に加えて、本発明の組成物の粉末相は、真珠層を備えていてもよい
。
【０２３９】
　「真珠層」という語は、特に特定の軟体動物によってそのシェルに作られるか、もしく
は合成によって作られる虹のように色が変化する粒子であり、組成物の媒質には溶けない
ものであることを意味すると理解されたい。
【０２４０】
　真珠層は、例えばオキシ塩化ビスマス、チタンまたはオキシ塩化ビスマスで被覆された
マイカなどの白色真珠着色剤、例えば、酸化鉄を備えたチタニウムマイカなどの着色され
た真珠着色剤、特にフェリックブルーまたは酸化クロムを備えたチタニウムマイカ、もし
くは上記タイプの有機着色剤を備えたチタニウムマイカ、さらにオキシ塩化ビスマス由来
の真珠着色剤からなる群から選択されるものである。
【０２４１】
　好ましい実施形態によれば、本発明の組成物の粉末相は、組成物の全重量に対して、３
０重量％以下の、特に０.１重量％から３０重量％の、好ましくは１重量％から２５重量
％の、さらに好ましくは３重量％から２０重量％の、最も好ましくは１０重量％から２０
重量％の含有率となるよう、本発明の組成物に含まれていてもよい。
【０２４２】
〔脂肪層〕
　本発明の組成物は、脂肪層を含んでいてもよい。
【０２４３】
　脂肪層は、特に、オイル、ワックス、またはペースト状脂肪物質を備えていてもよい。
【０２４４】
　〔オイル〕
脂肪層は、少なくともひとつの揮発性もしくは非揮発性オイルを備えていてもよい。
【０２４５】
　「揮発性オイル」という語は、室温でありかつ大気圧下にある状態で一時間以内に肌か
ら蒸発することが可能なオイルを意味する。このオイルは、特に、室温が(２５℃）であ
りかつ大気圧(７６０ｍｍＨｇ）下にあるときに、０.１３Ｐａから４００００Ｐａ(１０
－３から３００ｍｍＨｇｇ)の,特に１.３Ｐａから１３０００Ｐａ(０.０１から１００ｍ
ｍＨｇ)の、好ましくは１.３Ｐａから１３００Ｐａ(０.０１から１０ｍｍＨｇ)の蒸気圧
を有している。
【０２４６】
　さらに、揮発性オイルは、一般的に、大気圧下で測定すると、１５０℃から１６０℃の
、特に１７０℃から１５０℃の沸点を有している。
【０２４７】
　有利なことに、揮発性オイルは、引火点が３０℃から１０２℃の、好ましくは４０℃か
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ら５５℃の、さらに好ましくは４０℃から０℃の一つ以上の揮発性有機オイル、およびそ
れらの混合体を含んでいる。
【０２４８】
　「非揮発性オイル」という語は、数時間にわたって肌の上に残っていることが可能な媒
質を意味する。特に、非揮発性オイルは、室温でありかつ大気圧下にある状態で、０.０
０１ｍｍＨｇ(０.１３Ｐａ）以下の非ゼロ沸点を有している。
【０２４９】
　本発明において使用可能な揮発性オイルについて、これは、８から１６の炭素原子を含
む直鎖のもしくは分鎖の炭化水素由来の揮発性オイル、例えばＣ８－Ｃ１６のイソアルカ
ン(すなわちイソパラフィン）、イソドデカン、イソヘキサデカン、例えばIsopar(登録商
標）またはPermethyl(登録商標）の名称で市販されているオイル、および分鎖Ｃ８－Ｃ１

６のエステル、例えばイソヘキシルネオペンタン、ならびにそれらの混合物から形成され
る。特に、イソドデカンが使用される。
【０２５０】
　揮発性オイルは、さらにシリコンオイル場合によっては、シリコン鎖の主鎖または側鎖
であるアルキル基またはアルコキシル基を有するシリコンオイル、揮発性フルオロ、また
はそれらの混合体であってもよい。
【０２５１】
　本発明に使用可能な揮発性シリコンオイルについて、これは、室温では８ｍｍ２／ｓの
粘度を有し、特に２から７の炭素原子を含む直鎖、分鎖または環状シリコンオイルから形
成でき、これらのシリコンは、場合によっては、各シリコンの主鎖または側鎖である１か
ら１０の炭素原子を含むシリコン鎖の主鎖または側鎖であるアルキル基またはアルコキシ
ル基を有する。本発明に使用可能な揮発性シリコンオイルについて、これは、オクタメチ
ルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘ
キサシロキサン、ヘプタメチルヘキシルトリシロキサン、ヘプタメチルオクチルトリシロ
キサン、ヘキサメチルジシロキサン、オクタメチルトリシロキサン、デカメチルテトラシ
ロキサン、およびドデカメチルペンタシロキサン、ならびにそれらの混合体から形成でき
る。
【０２５２】
　揮発性フルオロオイルは、一般的に引火点を有していない。
【０２５３】
　揮発性フルオロオイルは、ノナフルオロエトキシブタン、ノナフルオロメトキシブタン
、デカフルオロペンタン、テトラデカフルオロヘキサンおよびドデカフルオロペンタン、
ならびにそれらの混合物を含んでいてもよい。
【０２５４】
　付加的な揮発性オイルは、組成物の全重量に対して、１重量％から９０重量％の、好ま
しくは２重量％から８０重量％の、さらに好ましくは３重量％から６５重量％の含有率と
なるよう、本発明の組成物に含まれていてもよい。
【０２５５】
　さらに、組成物は、少なくとも一つの他の非揮発性オイルを含んでいてもよい。
【０２５６】
　本発明に使用される非揮発性オイルは、直鎖のもしくは分鎖の炭化水素などの無機また
は合成由来の炭化水素由来のオイル、例えば、液体パラフィンまたはその派生物、液体石
油ゼリー、ポリデシン、Nippon Oil Fats社から市販されている名称Parleamなどの水添ポ
リイソブテン、および合成または植物由来のスクアラン；動物由来のオイル、例えばパー
ヒドロスクアレン；グリセロールの脂肪酸エステルからなるトリグルセリドの含有量が高
い植物由来の炭化水素由来のオイルであって、トリグルセリドの脂肪酸が、変化する鎖長
さを有していてもよく、この鎖が、直鎖のまたは分鎖の、飽和のまたは非飽和のものであ
ってもよいトリグルセリド、特に脂肪酸トリグルセリド、特に４から２２の炭素原子の脂
肪酸トリグルセリド、例えばヘプタン酸またはオクタン酸トリグルセリド、およびカプリ
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ン／カプリル酸トリグルセリド、あるいはヒドロキシルトリグルセリド、甘扁桃油、ビュ
ーティー－リーフオイル、パームオイル、グレープシードオイル、ゴマ油、オリーブオイ
ル、アララオイル、なたね油、ひまわり油、綿実油、杏仁油、ひまし油、アルファルファ
オイル、マローオイル、クロスグリオイル、マカダミアオイル、ムスクローズオイル、ヘ
イゼルナッツオイル、アボガドオイル、ホホバオイル、オリーブオイル、穀物(コーン、
小麦、大麦、またはライ麦）胚芽油、もしくはシアバター；脂肪酸エステル、特に４から
２２の炭素原子を有し、かつオクタン酸の、ヘプタン酸の、ラノリン酸の、オレイン酸の
、ラウリン酸の、もしくはステアリン酸の脂肪酸エステル、例えば、プロピレングリコー
ルジブチレート、プロピレングリコールモノイソステアリン、ジイソステアリン酸ポリグ
リセリル－２またはジヘプタン酸ネオペンチルグリコール；化学式R1COOR2の合成エステ
ル(このものにおいて、R1は直鎖または分鎖の７から４０の炭素原子を含む高級脂肪酸残
基を意味し、R2は、３から４０の炭素原子を含む分鎖した炭化水素鎖）、例えばピュアセ
リンオイル(セトステアリルオクタノエート）、イソノナン酸イソノニル、C１２からC１
５のアルキルベンゾアート、２－パルミチン酸エチルヘキシル、２－エルカ酸オクチルド
デシル、イソステアリン酸イソステアリル、２－安息香酸オクチルドデシル、アルコール
またはポリアルコールオクタノエート、デカノエートまたはリシノール酸エステル、ミリ
スチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、ステアリン酸ブチル、ラウリン酸ヘ
キシル、アジピン酸ジイソプロピル、２－パルミチン酸エチルヘキシル、２－ラウリン酸
ヘキシルデシル、２－パルミチン酸オクチルデシル、２－ミリスチン酸オクチルデシル、
２－コハク酸ジエチルヘキシル、リンゴ酸ジイソステアリル、またはリイソステアリン酸
グリセリル、もしくはトリイソステアリン. 酸ジグリセリル；水酸化エステル、例えば、
乳酸イソスアリル、ヒドロキシステアリン酸オクチル、ヒドロキシステアリン酸オクチル
ドデシル、リンゴ酸ジイソステアリル、クエン酸トリイソセチル；ジイソノナン酸ジエチ
レングリコール；ペンタエリトリトールエステル；芳香族酸の、かつ４から２２の炭素原
子を含むアルコールのエステル、特に、トリメリト酸トリトリデシル；オレイルアルコー
ル、リノリルアルコール、イソステアリルアルコール、またはオクチルドデカノールなど
のC８-C２６の高級脂肪アルコール；少なくとも７の炭素原子を含む合成エステル、フェ
ニルトリメチコンなどの、室温で液状となり、場合によってフェニル化するポリジメチル
シロキサンなどのシリコンオイル、フェニルトリメチシルシロキシジフェニルシロキサン
、ジフェニルジメチコーン、ジフェニルメチルジフェニルトリシロキサン、場合によって
は脂肪族基および／または芳香族基(例えば２から２４の炭素原子を含み、場合によって
はフッ化されたシリコン鎖の主鎖または側鎖であるアルキル基またはフェニル基）もしく
は、官能基(例えばヒドロキシル基、メルカプト基および／またはアミン基）で置き換え
られた液状２－フェネチルトリメチシルシロキシシリケート；脂肪酸、脂肪アルコールま
たはポリオキシアルキレンを用いて変化させたポリシロキサン、例えばジメチコンコポリ
オール、アルキルジメチコン；または、カプリン／カプリル酸トリグルセリド、例えばSt
earineries Dubois社から市販されているもの、またはDynamit Nobel社からMiglyol 810
、812および818の名称で市販されているもの；およびそれらの混合物から形成できる。
【０２５７】
　さらなる揮発性または非揮発性オイルが、組成物の全重量に対して、１重量％から９０
重量％の、好ましくは２重量％から８０重量％の、さらに好ましくは３重量％から６５重
量％の含有率となるよう、本発明の組成物に含まれていてもよい。
【０２５８】
〔ワックスおよびペースト状物質〕
　本発明の組成物の脂肪層は、さらに、少なくとも一つのワックス、少なくとも一つのゴ
ムおよび／または少なくとも一つのペースト状脂肪物質を備えていてもよく、それは、シ
リコン由来のもしくは非シリコン由来の植物、動物、鉱物または合成物由来のものである
。
【０２５９】
　本発明のために、「ワックス」は、可逆的な固／液の状態変化をもつ、室温(２５℃）
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で固体の親油性化合物であって、その融点が約３０℃より高く２００℃までであってもよ
く、その硬度が０.５ＭＰａであり、そして固体状態ではアニソトロピック結晶質組織(cr
ystal organization)を有している固体の親油性化合物を意味するよう用いられている。
ワックスをその融点へ持っていくと、これを油と混和し、かつ微視的に均質な混合物を形
成することができるが、混合物の温度を室温へ戻すと、混合物のオイルの中でワックスの
再結晶化が得られる。
【０２６０】
　本発明のために、ワックスは、炭化水素由来のワックス、シリコンワックス、および／
またはフルオロワックスであってもよく、場合によっては、エステルまたはヒドロキシル
官能基を有するものであってもよい。これらは、天然由来の、例えば蜜蝋、カルナウバワ
ックス、キャンデリラ蝋、オウリキュリーワックス、和蝋(Japan wax）、コルク繊維ワッ
クスまたはサトウキビワックス、ラノリンワックス、モンタン蝋、オゾケライト、水素化
油由来の、例えばエチレンの共重合によって得られた水素化ホホバオイルまたはワックス
、フィッシャー－トロピッシュ合成によって得られたワックス、４５℃で固体の脂肪酸エ
ステルおよびグリセリド、シリコンワックス、例えば４５℃で固体であり、10から４５の
炭素原子を含むポリ(ジ）メチルシロキサンのアルキル、アルコキシルおよび／またはエ
ステル、および例えば、ステアリン酸、ミリスチン酸またはベヘン酸などのある脂肪酸、
ならびにそれらの混合物からなる。
【０２６１】
　このワックスは、組成物の全重量に対して、０.０１重量％から２０重量％、好ましく
は０.１重量％から１０重量％含まれていてもよい。一実施形態によれば、組成物にはワ
ックスが含まれていなくてもよい。
【０２６２】
　本発明のために、「ペースト状化合物」という語は、２５℃から６０℃、好ましくは３
０℃から４５℃の融点と、０.００１から０.５ＭＰａ、好ましくは０.００５から０.４Ｍ
Ｐａの硬度とを有する化合物を意味するよう用いられている。
【０２６３】
　ペースト状脂肪物質の一例として、８から24の炭素原子を含むアルキルまたはアルコキ
シタイプの分鎖を有するＰＤＭＳを含むもの、例えば、ステアリルジメチコン、そして特
に、Dow CorningからDC2503またはDC05514の名称で市販されているもの；２０から２５の
炭素原子を含む脂肪アルコールのまたは脂肪酸のエステル(融点は、特に２０℃から３５
℃および／または４０での粘度は、０.１から４０Ｐａ.ｓ）、例えば、植物由来の水素化
トリグルセリドなどのコレステロールエステル、例えば、Rheox社からThixinrの名称で市
販されている水素化ひまし油、ポリビニルラウレート、プロピオン酸アラキル、クエン酸
トリイソステアリルまたはクエン酸セチル、ＰＶＰ／エイコセンコポリマー；１０から２
５Ｐａ.ｓ、好ましくは１９から２５Ｐａ.ｓの粘度および／または５℃から４５℃の融点
を有するイソプロピルラノリン、ならびにその混合物を含んでいてもよい。
【０２６４】
　本発明の組成物は、さらに、少なくとも一つのアルキル、アルコキシまたはフェニルジ
メチコーン例えばGoldschmidt社からAbil wax 2440(登録商標）の名称で市販されている
生成物を含んでいてもよい。
【０２６５】
〔水性相〕
　本発明の組成物は、水を含む水性相を有していてもよい。
【０２６６】
　水は、ヤグルマソウなどのフローラルウォーターおよび／またはヴィッテル(Vittel）
の水、ルカ(Lucas) の水、ラ ロシュ ポセイ(La Roche Posay)の水などのミネラルウォー
ターおよび／または湧泉であってもよい。
【０２６７】
　組成物の水性相は、さらに、室温(２５℃）で水と混和状態となる有機溶剤、例えばエ
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タノールまたはイソプロパノールなどの２から６の炭素原子を含むモノアルコール；特に
２から２０の炭素原子を、好ましくは２から１０の炭素原子を、さらに好ましくは２から
６の炭素原子を含むポリオール、例えば、グリセロールグリコール、プロピレングリコー
ル、ブチレングリコール、またはジエチレングリコール；(特に３から１６の炭素原子を
含む）グリコールエステル、例えばモノ－、ジ－またはトリプロピレングリコールの(C１
-C４)アルキルエステル、もしくはモノ－、ジ－またはトリエチレングリコールの(C１-C

４)アルキルエステル、およびそれらの混合物を有していてもよい。
【０２６８】
　水性相は、さらに、安定化剤、例えば塩化ナトリウム、塩化マグネシウム、および硫酸
マグネシウムを有していてもよい。
【０２６９】
　水性相は、さらに、水性相と親和性の水溶性または水分散性化合物、例えばゲル化剤、
フィルム形成重合体および／または増粘剤、界面活性剤、水溶性活性剤、ならびにそれら
の混合物を備えていてもよい。
【０２７０】
　好ましい実施液体において、本発明の組成物は、ゲル化剤および/または増粘剤の重量
に対してｘ％以下を含んでなる。さらに好ましい実施形態においては、本発明の組成物は
、ゲル化剤および/または増粘剤を含んでいない。
【０２７１】
　水性相(水、場合によっては水－有機溶媒）は、組成物の全重量に対して、５重量％か
ら９９.５重量％の、好ましくは１０重量％から９０重量％の、さらに好ましくは１５重
量％から８０重量％の含有率となるよう含まれていてもよい。
【０２７２】
〔染料〕
　本発明の組成物は、さらに、少なくとも一つの可溶性染料を有していてもよい。
【０２７３】
　可溶性染料は、水溶性染料および脂溶性染料、およびそれらの混合物からなる群から選
択されるものである。
【０２７４】
　本発明の組成物に使用可能な染料は、「直接染色システム」、すなわち、染色剤または
複数の染色剤の混合物が、化粧支持体(一般的には肌）と接触状態で配置された場合、直
ちに、関連付けられた染色効果をもたらすようなシステムとなっている。
【０２７５】
　したがって、人の肌に後発性染色効果を及ぼす化合物、ケトン基を生じる誘導体など、
例えばヒドロキシメチルケトン、特にヒドロキシアセトン(ＤＨＡ）、またはメチルグリ
オキサンなどは、この定義から除外されるものとなる。特に、本発明の直接染色システム
とは対照的に、これらの化合物は、非即時的な染色効果をもたらすものである。
【０２７６】
　本発明の水溶性染料は、天然または合成物由来の、かつ植物または動物由来の染料、特
に植物由来の天然染料である。
【０２７７】
　本発明に使用可能な水溶性天然染色剤の例証として、特に、カラメル、ビートの根の汁
(beetroot juice）、カーマイン(carmine）、ベタニン(ビートの根）、銅クロロフィリン
、メチレンブルー、アントシアニン(エノシアニン(enocyanin)、ブラックキャロット(bla
ck carrot)、ハイビスカス又はニワトコ)およびリボフラビンを挙げることができる。合
成水溶性染料は、例えば、FDCレッド(Red)4、DCレッド6、DCレッド22、DCレッド28、DCレ
ッド30、DCレッド33、DCオレンジ(Orange）4、DCイエロー(Yellow）5、DCイエロー6、DC
イエロー8、FDCグリーン(Green）3、DCグリーン5およびFDCブルー(Blue）1である。
【０２７８】
　本発明の組成物に使用可能な脂溶性天然染料は、特にスーダン(Sudan)レッド、β-カロ
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テン、カロテノイド、リコペン、パーム油、ベニノキの実(annatto）スーダンブラウン、
キノリンイエロー、キサントフィル(カプサンチン(capsanthin)、カプソルビン(capsorub
in)またはルテイン)、およびクルクミン(curcumin)からなる群から選択されるものである
。合成染色剤の一例として、合成脂溶性染料、例えばDCレッド17、DCレッド21、DCレッド
27、DCグリーン6、DCイエロー11、DCバイオレット(Violet）2およびDCオレンジ5を挙げる
ことができる。
【０２７９】
　本発明への使用により適切な他の天然染色剤として、さらに詳しくは、花または果実も
しくはこれらの派生物によるアントシアニン、天然のまたは植物の醗酵によって抽出され
たフラボノイドおよびタンニン、ユグロン、ローソン、醗酵された大豆の、海藻の、真菌
類または微生物の抽出物、欧州特許第1 172 091号明細書に開示されているような、ポジ
ション３において非置換状態のフラビリウム(flavylium)塩、ゲスネリアフルゲンス(Gesn
eria fulgens)、ブレカムプロセラム(Blechum procerum)又はサクシフラガ(Saxifraga)の
抽出物、およびモナスカスモナスカス(Monascus monascus)タイプの微小菌(micromycetes
)の培地の有機又は水-有機溶媒を用いて抽出することによって得ることのできる着色剤を
挙げることができる。
【０２８０】
　本発明に関して考えられる水溶性もしくは脂溶性溶解染料は、組成物の全重量に対して
、０.００１重量％から５重量％の、好ましくは０.０１重量％から３重量％の、さらに好
ましくは０.０２５重量％から１重量％の含有率となるよう組成物の中に含まれていても
よい
【０２８１】
〔添加物〕
　本発明の組成物は、少なくとも一つの他の一般的な化粧用含有物質を含んでいてもよく
、これは、特に、酸化防止剤、芳香性物質、保存料、中和剤、界面活性剤、日焼け止め剤
、ビタミン、モイスチャーライザー、しわ取り作用剤、皮膚軟化剤、親水性または親油性
活性剤、フリーラジカルスカベンジャー(free-radical scavenger）、消臭剤、金属イオ
ン封鎖剤、フィルム形成剤、およびそれらの混合物からなる群から選択されるものである
。
【０２８２】
〔ガレヌス製剤〕
　本発明の組成物は、さまざまな液状のガレヌス製剤の形態のものであってもよい。
【０２８３】
　例えば、オイル－イン－ウォーター(oil-in-water）、ウォーター－イン－オイル(wate
r-in-oil）、または多相エマルジョン(multiple emulsion）の形態、さらに二相形態とな
っていてもよい。
【０２８４】
　好ましい実施形態によれば、本発明の組成物は、水性、または水性－アルコール性溶液
の形態の、もしくはオイル－イン－ウォーター、ウォーター－イン－オイルまたは多相エ
マルジョンの形態のものであり、好ましくは、ウォーター－イン－オイルエマルジョンの
形態のものである。
【０２８５】
　好ましい実施形態によれば、本発明の組成物は、エマルジョンの形態である。
【０２８６】
　以下、本発明について、より詳細に説明する。
【実施例】
【０２８７】
〔実施例１：液状ファンデーションの吹き付け〕
以下の組成物を有する液状ファンデーションを調製する。
【０２８８】
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【表１】

【０２８９】
〔手順〕
　相Ａ１の構成成分をメインビーカーで検量し、続いて、Ａ２を、室温で保ちながら、モ
ーリッツ混合器(Moritz blender）を１５００ｒｐｍで使用して撹拌しながら加える。
【０２９０】
　相Ａ３を、３－ロールミルで着色剤を粉にすることによって、別々に調製し、そして続
いて、この相を、先に作られた混合物へと、撹拌しながら加える。
【０２９１】
　続いて、Ａ４を、撹拌を続けながら加える。
【０２９２】
　水性相を調製するため、水を沸騰させ、続いて、相Ｂの他の構成成分を加える。
【０２９３】
　エマルジョンを室温で調製する。続いて、二つの相が室温の領域における温度を有する
ようにするべきである。
【０２９４】
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　モーリッツ混合器の撹拌速度を２５００ｒｐｍまで漸進的に増加させながら、水性相を
脂肪相の中に注ぐ。
【０２９５】
　加えた後、混合物を１０分間にわたって撹拌し、そして続いて、エタノールを室温で加
える。
【０２９６】
〔粘度測定〕
　粘度は、Rheomat 180の粘度測定器を使用して、２５℃で測定するが、この粘度測定器
は、粘度領域に基づくMK-R2のスピンドルと、２００min－１スピン速度において、６０ｍ
ｌの容積を有する測定カップMB-R2とを備えており、この測定は、スピンの開始１０分後
に行われる(その後、粘度およびスピンドルのスピン速度の安定化を観測する）。
【０２９７】
　このプロトコルにしたがって測定された実施例１の組成物の粘度は、４５ｍＰａ・ｓで
ある。
【０２９８】
〔吹き付け試験〕
　本明細書の段落［００２０］～段落［００３３］に記載した、実施例１の組成物を、Te
chnology Partnership PLCによって特許文献４および特許文献３に開示されている装置を
使用して、顔の半分に吹き付ける。
【０２９９】
　同じ組成物をコットンウールのパッドを使用して顔のもう半分の側に塗布する。
【０３００】
　続いて、塗布の心地よさ、および二つのモードの塗布の化粧の結果を比較する。
【０３０１】
　生成物の吹き付けは、軽い、フレッシュな感覚を与えるものであり、コットンウールに
よる塗布に比べ、気になりにくい。
【０３０２】
　吹き付けることによって、コットンウールとは異なり、指が汚れることが防止される。
【０３０３】
　吹き付けによって得られる化粧の結果は、より自然であり、特にキズおよび毛穴などの
欠陥をより目立たなくさせ、かつその結果は、均一であるので、指で修正する必要がない
。したがって、吹き付けは、手が汚れることも防止することができる。
【０３０４】
　本明細書の段落［００４８］～段落［０２２１］に記載されているように、実施例１の
組成物は、さらに、長手方向軸線Ｘのソノトロード(８２）を有し、圧電振動子に連結さ
れている、上記組成物を吹き付けるための装置を使用して吹き付け可能であり、このソノ
トロードは、端フランジ(１４０）の上へ軸線Ｘに沿って開口しているチャネルを介して
組成物を供給され、生成物粒子の排出のための面(４）を形成する端フランジは、液滴の
形態の組成物を吹き付けるように、ソノトロードの振動の影響下で屈曲可能となっている
。
【０３０５】
　その後、上記試験において、同様の塗布における快適さおよび同様の化粧の結果が得ら
れる。
【０３０６】
〔実施例２：液状ファンデーションの吹き付け〕
　以下の組成物を有する液状ファンデーションを調製する。
【０３０７】
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【表２】

【０３０８】
〔手順〕
　三つの構成成分をメインビーカーで検量することによって相Ａ１を調製し、澄んだ媒質
を得るために混合物を７５℃まで過熱し、続いて、相Ａ２を室温で、モーリッツ混合器を
１５００ｒｐｍで使用して撹拌しながら加える。
【０３０９】
　相Ａ３を、３－ロールミルで着色剤を粉にすることによって、別々に調製し、そして続
いて、この相を、先に作られた混合物へと、撹拌しながら加える。
【０３１０】
　続いて、Ａ４を、撹拌を続けながら加える。
【０３１１】
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　水性相を調製するため、相Ｂの構成成分を検量し、続いて沸騰させる。
【０３１２】
　エマルジョンを室温で調製する。続いて、二つの相が室温の領域における温度を有する
ようにするべきである。
【０３１３】
　モーリッツ混合器の撹拌速度を２５００ｒｐｍまで漸進的に増加させながら、水性相を
脂肪相の中に注ぐ。
【０３１４】
　加えた後、混合物を、室温で１０分間にわたって撹拌する。
【０３１５】
〔粘度測定〕
　上記プロトコルにしたがって測定された実施例２の組成物の粘度は、４５ｍＰａ・ｓで
ある。
【０３１６】
〔吹き付け試験〕
　本明細書の段落［００２０］～段落［００３３］に記載したように、実施例２の組成物
を、Technology Partnership PLCによって特許文献４および特許文献３に開示されている
装置を使用して、顔の半分に吹き付ける。
【０３１７】
　同じ組成物をコットンウールのパッドを使用して顔のもう半分の側に塗布する。
【０３１８】
　続いて、塗布の心地よさ、および二つのモードの塗布の化粧の結果を比較する。
【０３１９】
　生成物の吹き付けは、軽い、フレッシュな感覚を与えるものであり、コットンウールに
よる塗布に比べ、気になりにくい。
【０３２０】
　吹き付けることによって、コットンウールとは異なり、指が汚れることが防止される。
【０３２１】
　吹き付けによって得られる化粧の結果は、より自然であり、特にキズおよび毛穴などの
欠陥をより目立たなくさせ、かつその結果は、均一であるので、指で修正する必要がない
。したがって、吹き付けは、手が汚れることも防止することができる。
【０３２２】
　本明細書の段落［００４８］～段落［０２２１］に記載されているように、実施例２の
組成物は、さらに、長手方向軸線Ｘを有するソノトロード(８２）を有し、圧電振動子に
連結されている、上記組成物を吹き付けるための装置を使用して吹き付け可能であり、こ
のソノトロードは、端フランジ(１４０）の上へ軸線Ｘに沿って開口しているチャネルを
介して組成物を供給され、生成物粒子の排出のための面(４）を形成する端フランジは、
液滴の形態の組成物を吹き付けるように、ソノトロードの振動の影響下で屈曲可能となっ
ている。
【０３２３】
　その後、上記試験において、同様の塗布における快適さおよび同様の化粧の結果が得ら
れる
【０３２４】
〔実施例３：液状ファンデーションの吹き付け〕
　以下の組成物を有する液状ファンデーションを調製する。
【０３２５】
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【表３】

【０３２６】
〔手順〕
　相Ａ１の構成成分をメインビーカーで検量し、続いて、Ａ２を、室温で保ちながら、モ
ーリッツ混合器を１５００ｒｐｍで使用して撹拌しながら加える。
【０３２７】
　相Ａ３を、３－ロールミルで着色剤を粉にすることによって、別々に調製し、そして続
いて、この相を、先に作られた混合物へと、撹拌しながら加える。
【０３２８】
　続いて、Ａ４を、撹拌を続けながら加える。
【０３２９】
　水性相を調製するため、相Ｂの構成成分を検量し、続いて沸騰させる。
【０３３０】
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　エマルジョンを室温で調製する。続いて、二つの相が室温の領域における温度を有する
ようにするべきである。
【０３３１】
　モーリッツ混合器の撹拌速度を２５００ｒｐｍまで漸進的に増加させながら、水性相を
脂肪相の中に注ぐ。
【０３３２】
　加えた後、混合物を、１０分間にわたって撹拌し、続いて、相Ｃを室温で加える。
【０３３３】
〔粘度測定〕
　上記プロトコルにしたがって測定された実施例３の組成物の粘度は、６０ｍＰａ・ｓで
ある。
【０３３４】
〔吹き付け試験〕
　本明細書の段落［００２０］～段落［００３３］に記載したように、実施例３の組成物
を、Technology Partnership PLCによって特許文献４および特許文献３に開示されている
装置を使用して、顔の半分に吹き付ける。
【０３３５】
　同じ組成物をコットンウールのパッドを使用して顔のもう半分の側に塗布する。
【０３３６】
　続いて、塗布の心地よさ、および二つのモードの塗布の化粧の結果を比較する。
【０３３７】
　生成物の吹き付けは、軽い、フレッシュな感覚を与えるものであり、コットンウールに
よる塗布に比べ、気になりにくい。
【０３３８】
　吹き付けることによって、コットンウールとは異なり、指が汚れることが防止される。
【０３３９】
　吹き付けによって得られる化粧の結果は、より自然であり、特にキズおよび毛穴などの
欠陥をより目立たなくさせ、かつその結果は、均一であるので、指で修正する必要がない
。このため、さらに、コットンウールとは異なり、吹き付けは手が汚れることも防止でき
る。
【０３４０】
　本明細書の段落［００４８］～段落［０２２１］に記載されているように、実施例３の
組成物は、さらに、長手方向軸線Ｘのソノトロード(８２）を有し、圧電振動子に連結さ
れている、上記組成物を吹き付けるための装置を使用して吹き付け可能であり、このソノ
トロードは、端フランジ(１４０）の上へ軸線Ｘに沿って開口しているチャネルを介して
組成物を供給され、生成物粒子の排出のための面(４）を形成する端フランジは、液滴の
形態の組成物を吹き付けるように、ソノトロードの振動の影響下で屈曲可能となっている
。
【０３４１】
　その後、上記試験において、同様の塗布における快適さおよび同様の化粧の結果が得ら
れる。
【符号の説明】
【０３４２】
　１　吹き付けデバイス
　２　ケース
　２ａ，２ｂ　半体殻体
　３　プッシュ－ボタン
　４　排出面
　１２　保護蓋
　１５　カートリッジ
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　１５ａ，１５ｂ　半体殻体
　１７　ハウジング
　１８　閉じフラップ
　２２　メインスタート／ストップスイッチ
　２３　表示ランプ
　３０　空気吸入孔
　３５　バック
　３８　連結チップ
　４０　吸引チップ
　４３　電気エネルギー源
　４５　プリント回路
　５０　吹き付けアセンブリ
　５３　ポンプ
　５５　チューブ
　５７　モーター
　６０　ファン
　６５　ノズル
　７０　ストッパー
　７１　開口
　７５　側方開口
　７８　支持体
　８０　圧電変換器
　８２　ソノトロード
　８５　先細部
　９０　開口
　９２　部分
　９３　ショルダ
　９４　内面
　９７　開口
　９８　凹部
　１００　脚
　１０１　つめ
　１１０　Ｏ－リングシール
　１１２　裏面
　１１４　中空部
　１１６　ショルダ
　１２０　円筒部
　１２５　ショルダ
　１３０　錐台形状部
　１３１　グルーブ
　１３２　円筒部
　１３４　グルーブ
　１４０　端フランジ
　１５０　チップ
　１６０　チャネル
　１６０ａ　部分
　１６０ｂ　幅狭部
　１６０ｃ　錐台形状穿孔
　１６２　下端
　１６５　ポイント
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　２００　加熱手段
　２１０　電気加熱抵抗器
　２２５　円筒形面部
　２２６　ショルダ
　２２７　錐台形状部
　２３０，２３１　穿孔
　２５０　ボルト
　２８０　圧電セラミック
　２９０　本体
　２９５　ベース
　３００　チップ

【図１】 【図２】
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